
令和６年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

学校法人青山学園 青山幼稚園 

１．本園の教育目標 

・健やかな心身を養う 

・素直で清純な人格を培う 

・自主、自律、協調性を養う 

 

２．本年度の重点的に取り組む目標・計画 

・教職員が本園の教育目標を意識し、子どもが自ら主体的に考え行動できるような環境作りに取り組む 

 

３．評価項目の達成及び取り組み状況 

評価 A：達成している B：一部達成している C：一部改善を要する D：改善を要する 

 

４．幼稚園評価の具体的な目標の総合的な評価結果 

評価 A：達成している B：一部達成している C：一部改善を要する D：改善を要する   

 

５．今後取り組む課題 

６．学校関係者評価委員会の評価 

昨今の気象の変化を鑑み、園児のことを第一に考え行事の日程変更や内容を再考して下さいました。 

今後必要になってくるとされている非認知能力を養う為に、廃材工作や子供たちが自由に表現できる場を

たくさん設けていただきました。 

今年度も引き続き、防犯、防災を意識した訓練に加え、保護者証提示の徹底による防犯面も強化して頂き、

安心して通わせることができました。 

子供達に寄り添った保育を実施して頂き、感謝しています。 

委員会実施日  令和 7 年 3 月 19 日 

評価内容 評価 評価の理由や取り組み内容 

行事の見直し Ｂ 

音楽会を減らし、お遊戯会を発表会に変え時期を変える等、大きな行事から

細かい行事まで見直す事で、子どもたちが日常に目を向け、余裕をもって過

ごす時間が取れた。 

特別な支援が必要な

子への対応を考える 

  

 B 

該当児にとって何が良いのか考え、保護者とのコミュニケーションを図る

ように意識した。 

質向上研修の強化 C 園内研修等を行ったが明確な質向上までは至らなかった。 

評 価 理   由 

B 

行事や細かい内容の見直しを行うことにより、子どもが自ら考え主体的な行動が

できる環境作りについては一定の成果をあげる事ができたが、保育の質向上に対

しては今一歩伸び悩んだように感じる。 

課  題 具体的な取り組み方法 

保護者との連携 子どもの気になる事を保護者と連絡を取り合い共有し共に考え信頼関係の構築

を図る。 

引き続き支援が必要な

子への対応を考える 

特別な支援が必要な子についてより一層考え、外部との情報交換や保護者との

連携を密にしていく。 

職員間の共通理解 園内での子どもの状況や保育内容の充実の為、職員間で考え、共通理解を深め

る。 


